らいの もので 宜しい。 甲の 会社と 乙の 会社と を 問わな 

いし、 甲の 畑と 乙の 山林と を 問わない。 実際 その 時々 

の 生活 状態に よって、 そう 細かく 決定され る もので は 

ない。 然し 大まかな 一 の 方向 は、 必ず 必要で ある。 

その 方向に よって 人の 生活 は、 一時的の 多少の 曲折 

はあろう とも、 全体として は、 堂々 と 真直に 進展して 

ゆく ことが 出来る。 

方向 は 必然に 一 の 目的 を 所有す る。 そして この 目的 

なる もの は、 人の 生活に 於て は、 手近な ものから 最終 

の ものに 至る まで、 無数に 存在し 得る。 云わば その 目 

的 は、 一定の 方向の II 無限の 距離まで 延びて いる 一 



れ ばいけ ない という ことで ある。 

自分の 意志に 依らな い 方向 を、 もしくは 自分の 意志 

に 反した 方向 を、 漠然と 又は 余儀なく 迪る 生活に は、 

力と 光と が 決して 生じない。 そういう 生活に は 責任感 

が存 しない。 時々 の 些少な 責任感 はあって も、 自分の 

一生に 自分が 責任 を 持つ というよ うな、 生活の 礎と な 

るべ き 責任感 は存 しな い。 そういう 大 なる 責任感の な 

い 所に は、 本当の 努力 は 生じない。 本当の 努力の ない 

所に は、 力 や 光 は 生じない。 

生活の 方向 を 決定す るのに、 自分の 意志が 加わって 

おれば おる ほど、 その S 合に 正比例して、 生活 は 本当 
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